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２０１３年５月 
拷問等禁止条約特別委員会５０会期 
オランダの状況についてのパラレルレ
ポートより 
 

付録 筆者の個人的体験 
 
私はマインドライツ財団のヨラーン・サンテゴーツです。私にはオランダの精神保健ケアでの個人

的体験があります。ここで私の個人的体験を話します。私はほぼ２年間オランダの精神保健ケアに

おいて、独居拘禁され過ごしました（１９９４年から１９９６年）。  

私は１６歳で、精神的問題を抱えていました。私はどうしのいでいいかわからず自殺をはかりまし

た。発見され病院に連れて行かれましたが病院でもまた自殺しようとしたのです。私は人生におび

えきっていたのです。両親はこうしたことで絶望して医師たちのアドバイスに従い、若者向けの精神

科施設への強制収容に同意して署名しました 

若者向けの施設収容のためには順番待ちがあり、そのため私はオランダのロスマーレンにある

成人用の「閉鎖病棟」で３週間過ごすことになりました。そこには2,3人のスタッフがいて３５歳以上

の無感動に麻痺させられた他の人達が１０人ほどいました。私にとってはとても奇妙な場所でした。

私が理解できない厳しい規則がありました（なんで私は３時に牛乳を飲めないのか、私はお茶が好

きではないのに）。そこには決められたスケジュールの毎日の活動がありましたが、私は参加できま

せんでした。なぜなら私は入院したばかりで私向けには何の計画もなかったからです。そういうこと

だったのです。私はもう学校にも行けないし音楽のレッスンを受けることできず、友達にもあえませ

んでした。私は何もかもから切り離されて強制的にとどめおかれたのです。わたしは散歩の途中で

逃げ出そうとしたのですが、捕まえられ引き戻されました。そして私は自分の部屋に鍵をかけられ

閉じ込められ、非常に興奮したら、私は初めて保護室に入れられました。わたしはそれまで保護室

に入れられたことがなかったので、おびえて今や犯罪者のように扱われているのではと考えたので

す。全く理解されていないしこの奇妙な場所で行き止まりの思いをしたのです。私は死なないまで

もこの無感動な病棟で途方に暮れて自分の人生をうしなったのです。みじめでした。どうしたらいい

かわかりませんでした。死ぬことしか考えられませんでした。彼らは若者向けの施設には私に対応

する専門家がいるからまだましだと言いました。私はひとかけらの希望を持ったのです。 

その後わたしはオランダのヴゥーフトにあるヘルラーホフという若者向けの精神科施設に送られ

ました。そこもましではなかったのです。そこでは他の活動がありほかの規則がありましたが、そこも

また奇妙でむしろ「冷たい」場所でした。私はまた自殺を企てました。彼らによると私は「自傷の危
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険」があるということでした。私は保護室に入れられました。私は泣き叫びました。ドアに体当りしとて

も興奮して、死にたかった。爆発したようなものでした。そして看護師がやってきて私を押さえつけ、

鎮静する注射を強制的にしたのです。そんなことを望んではない。私は毒をもられ侵されたと感じ

ました。私は鎮静されたいのでも眠りたいのでもなかったのです。私はそこを出たかっただけ、こん

な生活が嫌だっただけでした。私はまた新たな自殺の計画を立て始め、保護室から出されると即ま

た自殺をしようとしました。そしてまた隔離されたのです。彼らは私には「非常に自傷の危険がある」

といい、「２４時間毎日私を監視する暇はないから、安全のために」私を保護室に拘禁し続けると決

定しました。もちろんこれが私を助けることはありませんでした。私は死ぬことしか考えられないまま

でした。私は保護室に色んな物を密かに持ち込もうとし、自分を傷つけたり自殺しようとしたりするた

めに手に入るあらゆるものを使ったのです。このために継続的な隔離方針がとられ、時に全裸であ

るいはスタッフや医師によって性器や肛門などまで強制的に検査されたのです（看護師は私を押さ

えつけ足を広げさせて）。私は強制的に何種類もの薬を投薬されました（めまいがしたりぼんやり麻

痺したようにされてしまったため物を書いたり、見たり、あるいたりきちんと話したりすらできないほど

大量の投薬でした）。そしてもっとも絶望したのは、私がベッドに縛り付けられたときです（「安全の

ために」下着すらなしに）。シャワーをあびるときも監視され、保護室で用を足すのには段ボールで

できた便器を使わなければなりませんでした。便器は何時間も放置されているから臭くてたまりませ

ん。強い近視なのにメガネを使うのも許されませんでした。髪も爪も伸びっぱなしで監禁され抑圧さ

れ、動物になったような気持ちでした。出口はありません。そして現実に誰も出口など見つけられな

いのだと思いました。自分も含め誰もがここで死ぬ事になるだろうと考えていたのです。状況は悪く

なるばかりで何の変化もないのですから。私は病棟で何ヶ月も１日２４時間連日隔離されており、自

傷し続けていたのです。私の人生は完璧な失敗だったように感じていました。 

１７歳６ヶ月になった時、私は成人むけの精神科施設の閉鎖病棟に移されました。そこならもっと

「治療の選択肢」があるからと言われたのですが、何も変わりませんでした。相変わらず隔離方針の

もとで、基本的にさらに１１ヶ月間監禁されたのです。一時的には私は外に連れだされたのですが

（１対１だけの監視つきが多く、時には２対１での監視のもとで）、さらに何とかして自殺しようとするこ

とが多かったのです。私はこれに関しては非常に「ずる賢かった」のです。これ以上生きる理由など

何も思いつかなかったのです。私には人生はなかったのです。ただただ苦しいだけでした（私は幼

くてそれ以上のことなど展望できなかったのです）。 

精神科施設ではすべての私の問題行動は「気を引きたい」行動としてみなされ身体的なな傷で

すらこの口実のもとで無視されました。最終的にはこの病棟は管理者とスタッフ間の重大な意見の

食い違いにより閉鎖されました（スタッフの行動についての意見の食い違い） 

１８歳の時この病棟が閉鎖され、わたしは、オランダアインホーへンの精神科施設GGｚEの「集中

ケア病棟（KIB）」に移されました。結果的にはこのことが私の人生に変化をもたらしたのです。ここ

では悪循環の抑圧の螺旋状の増大が壊れました。そして私は新たな社会的な機会を得ました。人

生を厳しく惨めにする敵に取り囲まれているという感覚をもはやわたしは持たなくなりました。そうで
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はなくて人間に取り囲まれていると感じるようになったのです。外出を認められ、素敵で、したしみ

のある人たちにもっと会うようにさえなりました。楽しみさえ持てるようになったのです。本当におどろ

くべきことでした。再び希望が持てるようになったのです。排除されている感じや奇妙な感じはなく

なりました。そして自分が「うつ状態で希死念慮がある」ということを実際忘れてしまったのです。ど

んどん楽しみのために外出するようになりました。病棟のスタッフは、セラピーに出席すべきだと文

句を言いましたが、すでに私のうつ状態は治っているといって断りました。わたしはもう病棟にいる

ことを望んではいないのです。それから私は自分で裁判所に私は治ったから退院したという手紙を

書いたのです（うまい手です）。そして私は裁判所から、もはや自殺の危険はないので退院は自由

という返事を得たのです。 

施設側はまだ私には治療が必要と考えていたため、退院を支持しませんでした。しかしいずれ

にしろ私は退院しました。そして私は 19 歳から 21 歳までオランダのアイントホーヘンでホームレス

生活をしていました。最初は非常におびえていました。始めは施設の草むらで暮らしていたのです。

そこは私にとっては知っている場所という意味で唯一「安全」な場所だったのです。そこは私が警

備員にしょっちゅう追いかけられた場所でした。私は無理やり「外の世界」に押し出されたのです。

私はホームレスのグループにはあえて近づこうとは決してしませんでした。私は何を理由だろうが牢

屋に放り込まれるのを恐れていたし、そして誰に対して基本的におびえていたのです。私は小さな

少年のように見えました（誰もがそうだと納得していました）。そのことでより安全であると感じていま

した。私はしょっちゅう臭かったし、そのこともより安全であると感じてました。しばらくして、私は一緒

に人生を楽しめる、友だちがいくらかできました。私はそれでもまだ外で寝ていて、時々夜のシェル

ターに泊まりました。そこは一泊７.５ユーロ（約１０２０円）で、月に最大 5 泊までできました。つまりシ

ャワーと温かい食事とランチパックに週に 1 回はありつけるということでした。私はまだ生活保護をと

っていたので、生き延びることができました。私は自由であると感じ、誰も私にあれこれしろと命令し

ないし、毎日なんとか工夫して暮らしていました。私は自分にとっても他の人にとっても善良であり、

私は毎日成長しているように感じました。そして私は強くなり誇り高くなったのです。いつでも自らの

信念のために立ち上がり、自らが行くべき道をきめることができるとさらに確信するようにさえなった

のです。 

2000 年になって 22 歳となり私は泊まれる安全な場所を見つけ、勉強を始めて、持続可能性工

学の学士を取りました。私はこの専攻が気に入り、そして成功しました。２００６年には私は卒論で持

続可能性における一位の賞さえ取りました。（シーラス賞） 

学生時代の２００３年ころ、私はオランダヴォーフトのヘルラーホフの若者向け精神科施設におい

て未だに保護室が使われていることを知りました。精神保健ケアにおける不正に対して何かしらす

る必要があると私は決心しました。私は児童精神保健ケアにおける保護室隔離と強制について反

対する抗議組織をはじめました。名前は「隔離に怒りをぶつける行動グループ」２００３年のことです。

私たちはポスターやビラを配り抗議デモを行います。２００６年に私は公的な組織を立上げました。

名前は「マインドライツ財団」(www.mindrights.nl)。そしていま私は精神保健ケアにおける強制に反

http://www.mindrights.nl/
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対するこの組織のフルタイムのボランティアの議長です。 

２００９年に私は世界精神医療ユーザーサバイバーネットワークの理事となりまた会計となりました。

そして２０１０年にはアイントホーヘン市長は私の「精神保健ケアにおける保護室に対する革新的な

抵抗活動」に対して２５００ユーロ（約３４万円）の報奨金を与えました。 

強制医療をされることがどういうことなのか個人的によく知っているという私の個人的な感覚は私

にとっては終わることのない変革への闘いへと私を駆り立てるものでした。誰一人としてあのようなこ

とに苦しんではならないのです。 

著者 ヨラーン サンテゴーヅ 

財団法人マインドライツ 

tekeertegendeisoleer@hotmail.com 

２０１３年４月１９日 アイントホーヘン オランダ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


